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安
全
を
最
優
先
に
位
置
づ
け
て
い
る

こ
と
か
ら
、
容
認
で
き
な
い
と
の
立

場
、
考
え
方
は
、
今
後
も
変
わ
る
も

の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

引
き
続
き
、
国
に
対
し
、
反
対
の

意
思
を
伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、
詳

細
な
説
明
等
を
求
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
、
私
の
市
政
運
営
に
つ
い

て
、
所
信
の
一
端
を
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
地
方
自
治
体
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
、
厳
し
い
時
代
を

迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
住
民
福
祉
を

増
進
し
て
い
く
こ
と
は
も
と
よ
り
、

地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
、
足

腰
の
強
い
、
真
に
自
立
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
何
よ

り
も
肝
要
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
新
生
「
鹿

屋
市
」
の
船
出
と
い
う
、
こ
の
重
要

な
時
期
に
市
政
の
舵
取
り
役
を
担
う

重
責
を
十
分
に
認
識
し
、「
南
九
州

の
新
た
な
拠
点
都
市
」
と
し
て
の
限

り
な
い
発
展
に
向
け
、
誠
心
誠
意
、

全
力
を
傾
注
し
て
市
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
ま
い
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の

で
、
議
員
各
位
を
始
め
、
市
民
の
皆

様
方
の
一
層
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　２月 22 日に開催された鹿屋市議会３月定例会本会
議で山下市長が所信表明を行い、今後４年間の市政運
営についての基本的な考え方を明らかにしました。
　その内容を紹介します。

治
体
の
形
成
を
目
指
し
て
、
１
市
３

町
の
合
併
を
推
進
し
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
年
１
月
１
日
、
関
係

市
町
の
議
会
や
市
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
も
と
に
、
時
代
の
潮

流
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
、
人
口

10
万
人
を
擁
す
る
新
生
「
鹿
屋
市
」

が
誕
生
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

　

今
後
は
、
行
財
政
の
効
率
化
な
ど
、

合
併
効
果
を
生
か
し
な
が
ら
、
こ
れ

ら
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

旧
１
市
３
町
の
多
く
の
資
源
や
特
性
、

個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
を
十

分
に
尊
重
し
な
が
ら
、
各
地
域
を
総

合
的
、
有
機
的
に
連
携
さ
せ
、
地
域

が
持
つ
力
と
潜
在
的
な
可
能
性
を
結

集
・
再
構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
政
の

運
営
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
ま
ず

所信表明を述べる山下市長

適
切
に
対
応
し
て
い
く
た
め
の
見
直

し
が
進
め
ら
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

中
で
も
、
国
の
三
位
一
体
改
革
の

強
力
な
推
進
に
よ
る
、
地
方
交
付
税

や
国
庫
補
助
・
負
担
金
等
の
急
激
な

削
減
な
ど
、
地
方
財
政
制
度
の
大
幅

な
見
直
し
、
さ
ら
に
は
、
自
治
体
自

ら
の
責
任
で
、
自
ら
が
意
思
決
定
し

て
い
く
、
地
方
分
権
の
推
進
な
ど
、

地
方
自
治
体
は
大
き
な
変
革
期
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
に
加
え
て
、
大
隅

地
域
に
お
い
て
は
、
過
疎
化
の
進
行

や
、
景
気
低
迷
に
よ
る
雇
用
情
勢
の

悪
化
、
さ
ら
に
は
第
一
次
産
業
を
は

じ
め
、
地
場
企
業
等
の
担
い
手
の
高

齢
化
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
、
厳

し
い
状
況
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
時
代

に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
さ
ら
な
る

住
民
福
祉
の
向
上
や
、
活
力
あ
る
産

業
の
育
成
と
新
た
な
雇
用
の
創
出
、

加
え
て
大
隅
地
域
全
体
の
発
展
を

リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
自

　

平
成
18
年
３
月
鹿
屋
市
議
会
定

例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
平
成
18

年
度
当
初
予
算
を
は
じ
め
と
す
る

諸
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、
市
政

に
関
す
る
所
信
の
一
端
を
申
し
上

げ
、
議
員
各
位
並
び
に
市
民
の
皆

様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

我
が
国
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢

は
、
北
朝
鮮
問
題
や
イ
ラ
ク
情
勢
な

ど
、
引
き
続
き
不
安
定
な
状
況
に
あ

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
に
伴
っ
て
発

生
し
て
い
る
原
油
の
高
騰
や
米
軍
再

編
問
題
な
ど
は
、
市
民
生
活
に
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
国
内
に
お
い
て
は
、
民
間

需
要
の
増
加
な
ど
に
よ
り
景
気
は
回

復
基
調
に
あ
る
も
の
の
、
少
子
高
齢

化
の
急
速
な
進
行
や
、
環
境
問
題
へ

の
対
応
、
国
・
地
方
を
通
じ
た
厳
し

い
財
政
状
況
な
ど
、
多
く
の
課
題
に

直
面
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
有
効
に

機
能
し
て
き
た
諸
制
度
に
つ
い
て
、

す
る
南
九
州
の
拠
点
都
市
に
ふ
さ
わ

し
い
「
都
市
機
能
」
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
取
り
組
み
と
し
て

○ 

高
速
交
通
体
系
の
整
備
促
進
や
、

新
市
内
外
を
連
結
す
る
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
は
じ
め
と
す

る
高
次
の
社
会
資
本
の
整
備

○ 

高
度
情
報
化
に
対
応
で
き
る
、
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
・
強
化

や
、
さ
ら
な
る
広
域
行
政
の
取
り

組
み

な
ど
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
に
当
た
っ
て
は
、
構
造

改
革
や
規
制
緩
和
の
進
展
に
伴
う
地

方
自
治
体
の
あ
り
方
や
、
激
変
す
る

時
代
潮
流
を
的
確
に
把
握
・
認
識
し
、

「
市
民
と
の
協
働
」
に
よ
る
市
政
の

運
営
と
「
行
財
政
改
革
」
の
推
進
を

基
本
に
、

○ 

市
の
基
本
的
か
つ
重
要
な
計
画
の

立
案
に
当
た
っ
て
、
市
民
参
画
を

よ
り
一
層
促
進
す
る
制
度
の
導
入

等
○
積
極
的
な
民
間
活
力
の
導
入
促
進

○ 

経
営
型
の
行
政
運
営
を
目
指
し
た

行
財
政
改
革
大
綱
の
策
定

な
ど
に
よ
り
、行
財
政
基
盤
の
確
立
し

た
自
治
体
を
形
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
来
の
地
域
の
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
米
軍
空
中
給
油
機
部
隊

の
移
駐
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
立
場
に
あ

る
者
と
し
て
、
市
民
生
活
の
安
心
と

た
、
第
二
次
・
三
次
産
業
の
振
興

に
よ
る
地
域
完
結
型
の
産
業
の
構

築
○ 

総
合
的
な
産
業
振
興
の
拠
点
整
備

な
ど
に
よ
る
、
地
元
の
ニ
ー
ズ
や

時
代
潮
流
に
合
致
し
た
、
地
場
の

中
小
企
業
等
を
支
援
・
振
興
す
る

体
制
の
確
立

な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
二
の
取
り
組
み
と
し
て
、
人
と

自
然
、そ
し
て
新
市
の
各
地
域
が
「
共

生
」す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

○ 

新
市
の
大
き
な
財
産
で
あ
る
自
然

を
確
実
に
次
代
に
引
き
継
い
で
い

く
た
め
の
循
環
型
社
会
の
形
成

○ 

す
べ
て
の
市
民
が
、
健
や
か
で
、

安
ら
ぎ
の
あ
る
生
活
を
享
受
で
き

る
、
総
合
的
な
福
祉
行
政
の
推
進

と
次
代
を
担
う
人
づ
く
り

な
ど
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
三
に
、
新
市
の
個
性
や
魅
力
を

生
か
し
た
、
様
々
な
「
交
流
」
が
展

開
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

○ 

日
本
一
を
目
指
し
て
い
る
ば
ら
園

や
、
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
、
豊
か
な

自
然
、
各
地
域
固
有
の
歴
史
や
風

土
な
ど
、
地
域
の
豊
富
な
資
源
・

財
産
を
生
か
し
た
拠
点
等
の
整
備

○ 

こ
れ
ら
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
る

こ
と
に
よ
る
、
域
外
か
ら
の
交
流

人
口
の
増
加
促
進

な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

第
四
に
、
地
域
の
発
展
を
リ
ー
ド

も
っ
て
、

○ 

県
内
で
初
め
て
設
置
し
た
地
域
自

治
区
の
機
能
を
生
か
す
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
新
市
の
一
体
性
を
早
急

に
確
保
し
、
均
衡
あ
る
発
展
を

図
っ
て
い
く
「
融
合
」

○ 

厳
し
い
時
代
に
あ
っ
て
も
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・
向
上
し
て
い

く
た
め
の
行
財
政
改
革
の
断
行
と
、

共
生
・
協
働
の
地
域
づ
く
り
を
実

現
す
る
「
改
革
」

○ 

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
推
進
に
よ

り
、
10
万
市
民
と
と
も
に
未
来
を

切
り
拓
い
て
い
く
「
前
進
」

の
三
つ
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、
市
民

や
企
業
、
関
係
団
体
と
行
政
が
一
体

と
な
り
、
地
域
間
競
争
に
打
ち
勝
っ

て
い
け
る
、
足
腰
の
強
い
「
自
主
・

自
立
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

と
取
り
組
み
の
方
向
性

　

こ
の
よ
う
な
基
本
姿
勢
を
念
頭

に
、
活
力
溢
れ
る
新
た
な
拠
点
都
市

を
形
成
し
て
い
く
た
め
、

　

ま
ず
、
第
一
に
、
地
域
経
済
と
産

業
の
活
力
を
創
出
し
、
市
民
が
安
心

と
安
全
を
実
感
で
き
る「
自
立
都
市
」

の
創
造
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

○ 

新
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
第
一
次

産
業
の
さ
ら
な
る
生
産
振
興
に
加

え
、
安
心
・
安
全
な
健
康
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立
と
、
こ
れ
ら
を
生
か
し

新生「鹿屋市」の
創造に向けて

市民と育む　南九州の新たな拠点都市
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ホ
ー
ム
に
入
所
中
の
人
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

○
支
給
内
容

　

 

下
表
の
い
ず
れ
か
一
種
類
の
紙
お

む
つ
と
引
き
替
え
で
き
る
受
給
券

を
、
一
か
月
に
つ
き
１
枚
支
給
し

ま
す
。（
年
間
最
大
12
枚
）

○
申
請
方
法

　

 

調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
市

高
齢
障
害
福
祉
課
（
⑦
番
窓
口
）

又
は
各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

健やかで安心できる生活を提供します福祉

　

市
で
は
、高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
に
快
適
な
生
活
を
送
っ
て
も
ら
う
た
め
、

様
々
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
現
在
、
各
地
区
ご
と
に
合
併
前
の
内
容
や

基
準
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
４
月
か
ら
は
一
部
の
事
業
を
除
き
全

地
区
で
統
一
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
主
な
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

支給内容（①～⑥のいずれか1種類）
種　　類　 枚数（１月当たり）

① フラット型紙おむつ 100枚
② パンツ型紙おむつ（普通サイズ） 30枚
③ パンツ型紙おむつ（大型サイズ） 26枚
④ 尿取りパッド 150枚
⑤ はくパンツ（普通サイズ） 20枚
⑥ はくパンツ（大型サイズ） 18枚

鹿
屋
市
の
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス  　

在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者
・
重
度

認
知
症
高
齢
者
の
衛
生
の
向
上
と
介

護
す
る
人
の
経
費
負
担
軽
減
の
た
め
、

紙
お
む
つ
を
支
給
し
ま
す
。

○
対
象
者

　

 
市
内
に
住
民
登
録
を
有
し
、
次
の

す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
人

 

・ 

在
宅
の
寝
た
き
り
又
は
認
知
症
の

高
齢
者

 

・ 

日
常
生
活
を
営
む
の
に
常
時
他
人

の
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
人

 

・ 

一
日
中
お
む
つ
を
し
て
い
る
状
態

が
３
か
月
以
上
続
い
て
い
る
人

※ 

入
院
中
の
人
や
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
・
老
人
保
健
施
設
・
介
護

療
養
型
医
療
施
設
・
認
知
症
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
養
護
老
人

 　

市
内
に
居
住
す
る
高
齢
者
の
心
身

の
健
康
を
保
持
し
、
明
る
く
楽
し
い

老
後
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

市
内
の
バ
ス
乗
車
賃
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

○
対
象
者

　

 

市
内
に
在
住
し
、
住
民
登
録
を
有

す
る
満
70
歳
以
上
の
バ
ス
を
利
用

す
る
人

○
助
成
内
容

　

 

Ｉ
Ｃ
バ
ス
カ
ー
ド
購
入
及
び
金
額

の
追
加
に
要
し
た
額
の
２
分
の
１

の
額
（
年
間
５
，
０
０
０
円
を
限

度
）
を
助
成
し
ま
す
。

※ 

４
月
１
日
以
降
の
購
入
及
び
金
額

の
追
加
に
要
し
た
額
に
対
し
て
助

成
し
ま
す
。

※ 

預
か
り
金
５
０
０
円
は
助
成
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

○
申
請
方
法

　

 

健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
Ｉ
Ｃ
バ
ス

カ
ー
ド
、
領
収
書
を
持
っ
て
、
市

高
齢
障
害
福
祉
課
（
⑦
番
窓
口
）

又
は
各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
、

各
出
張
所
・
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
各

総
合
支
所
・
出
張
所
・
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
で
申
請
す
る
場
合
は
口

座
振
込
に
な
る
の
で
、
申
請
者
本

人
の
通
帳
（
郵
便
局
以
外
）
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

※ 

助
成
を
受
け
た
Ｉ
Ｃ
バ
ス
カ
ー
ド

の
利
用
は
、
鹿
屋
市
内
の
み
有
効

で
す
。
ま
た
、
本
人
以
外
が
使
用

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

不
正
な
使
用
を
し
た
場
合
は
助
成

金
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  　

高
齢
者
の
健
康
保
持
と
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
目
的
に
、は
り
・
き
ゅ

う
施
術
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

○
対
象
者

　

 

市
内
に
在
住
し
、
住
民
登
録
を
有

す
る
満
65
歳
以
上
の
人

○
助
成
内
容

　

 

１
枚
５
０
０
円
相
当
の
利
用
券
を

年
間
30
枚
交
付
し
ま
す
。

○
交
付
開
始
日

　

 

平
成
18
年
３
月
30
日
（
木
）

○
申
請
方
法

　

 

健
康
保
険
証
、
印
鑑
を
持
っ
て
、

市
高
齢
障
害
福
祉
課（
⑦
番
窓
口
）

又
は
各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
、

各
出
張
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

  　

在
宅
の
重
度
障
害
者
の
方
が
タ
ク

シ
ー
を
利
用
す
る
際
、
そ
の
料
金
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

○
対
象
者

　

 

市
内
に
住
民
登
録
を
有
し
、
次
の

す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
人

・
身
体
障
害
者
手
帳（
１
級
・
２
級
）、

療
育
手
帳
（
Ａ
１
・
Ａ
２
）
又
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
１

級
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

・
本
人
及
び
世
帯
員
が
自
動
車
な
ど

を
所
有
し
て
い
な
い
人

・
福
祉
施
設
等
へ
入
所
し
て
い
な
い

人
・
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人

○
助
成
内
容

　

 

１
枚
５
０
０
円
相
当
の
利
用
券
を

一
か
月
に
つ
き
１
枚
支
給
し
ま

す
。（
年
間
最
大
12
枚
）

○
申
請
方
法

　

 

障
害
者
手
帳
等
と
印
鑑
を
持
っ

て
、
市
高
齢
障
害
福
祉
課
（
⑧
番

窓
口
）
又
は
各
総
合
支
所
健
康
福

祉
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
新
規
に
申
請
す
る
場
合
は
、
民
生

委
員
の
証
明
が
必
要
で
す
。

※
交
付
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
場
合

は
、
使
用
済
み
の
利
用
券
綴
り
の

表
紙
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

  　

高
齢
者
や
障
害
者
の
在
宅
に
よ
る

生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
専
用
居
室

な
ど
を
増
改
築
又
は
改
造
す
る
た
め

に
必
要
な
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

対　

象　

者

バ
ス
営
業
所

（
バ
ス
セ
ン
タ
ー
）

バスの利用を快適にしてくれる
ＩＣバスカード

① ＩＣバスカード購入

② 領収書発行

③ 申  請

④ 助成金交付

  

紙
お
む
つ
支
給
事
業

 

敬
老
バ
ス
乗
車
賃
助
成
事
業

  

高
齢
者
は
り
・
き
ゅ
う

施
術
料
助
成
事
業

  

重
度
障
害
者
福
祉

タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業

  

高
齢
者
・
障
害
者
住
宅

整
備
資
金
貸
付
事
業

市
高
齢
障
害
福
祉
課

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

各
出
張
所
・
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

手 続 き の 流 れ手 続 き の 流 れ
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※
申
請
か
ら
決
定
ま
で
一
定
の
期
間

を
要
し
ま
す
。

  　

身
体
障
害
者
の
社
会
参
加
を
促
進

す
る
た
め
、
自
動
車
の
運
転
免
許
を

取
得
す
る
際
の
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

○
対
象
者

　

 

市
内
に
住
民
登
録
を
有
す
る
18
歳

以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

○
助
成
内
容

　

 

第
１
種
自
動
車
運
転
免
許
の
取
得

に
要
す
る
費
用
（
自
動
車
教
習
所

費
用
等
）
の
３
分
の
２
（
10
万
円

を
限
度
）
を
助
成
し
ま
す
。

○
申
請
方
法

　

 

次
の
書
類
を
持
っ
て
、
市
高
齢
障

害
福
祉
課
（
⑧
番
窓
口
）
又
は
各

総
合
支
所
健
康
福
祉
課
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

①
免
許
取
得
前
に
必
要
な
書
類
等

・
身
体
障
害
者
手
帳　

・
印
鑑

・
自
動
車
教
習
所
等
の
入
校
を
証
明

す
る
書
類

・
費
用
に
関
す
る
見
積
書

・
自
動
車
運
転
適
性
検
査
の
結
果
表

②
免
許
取
得
後
に
必
要
な
書
類
等

・
取
得
し
た
運
転
免
許
証
の
写
し

・
印
鑑

・
免
許
取
得
費
用
の
領
収
書

○
対
象
者

　

 

市
内
に
住
民
登
録
を
有
し
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
で
、
自

力
で
整
備
す
る
こ
と
が
困
難
と
認

め
ら
れ
る
人

・
高
齢
者
の
場
合

①
65
歳
以
上
の
人
と
同
居
し
て
い
る

親
族

②
同
居
し
て
い
な
い
が
、
市
内
に
在

住
す
る
親
族

・
障
害
者
の
場
合

①
身
体
障
害
者
手
帳（
１
級
〜
４
級
）

又
は
療
育
手
帳
（
Ａ
１
・
Ａ
２
）

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

②
①
に
準
ず
る
程
度
の
障
害
が
あ
る

人
で
、
市
長
が
認
め
た
人

③
①
又
は
②
と
同
居
す
る
親
族

○
貸
付
内
容

　

 

１
世
帯
当
た
り
１
５
０
万
円
を
限

度
と
し
て
、
無
利
子
で
貸
し
付
け

を
行
い
ま
す
。

※
最
長
１
２
０
回
払
い

○
申
請
方
法

　

 

身
体
障
害
者
手
帳
（
障
害
者
の
場

合
）、
印
鑑
、
改
造
見
積
書
（
で

き
る
だ
け
詳
細
な
も
の
）、
委
任

状
（
市
内
在
住
の
連
帯
保
証
人
２

人
分
）
な
ど
を
持
っ
て
、
市
高
齢

障
害
福
祉
課
（
⑦
・
⑧
番
窓
口
）

又
は
各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
申
請
時
の
聞
き
取
り
後
、
他
の
書

類
等
を
用
意
し
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

○
申
請
方
法

　

 

次
の
書
類
を
持
っ
て
、
市
高
齢
障

害
福
祉
課
（
⑧
番
窓
口
）
又
は
各

総
合
支
所
健
康
福
祉
課
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

①
改
造
前
に
必
要
な
書
類
等

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
印
鑑

・
本
人
の
運
転
免
許
証

・
改
造
す
る
自
動
車
の
車
検
証

・
改
造
実
施
予
定
箇
所
の
写
真

・
改
造
費
用
に
関
す
る
見
積
書

・
所
得
状
況
証
明
書

②
改
造
後
に
必
要
な
書
類
等

・
印
鑑

・
改
造
費
用
の
領
収
書

・
改
造
実
施
箇
所
の
写
真

・
助
成
金
請
求
書

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
高
齢
障
害
福
祉
課

　
　

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
１
６

　

吾
平
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　
　

☎
０
９
９
４
─34
─４
５
１
１

　

輝
北
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　
　

☎
０
９
９
─４
８
６
─１
１
１
１

　

串
良
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　
　

☎
０
９
９
４
─63
─３
１
１
３

・
助
成
金
請
求
書

  　

身
体
障
害
者
の
社
会
参
加
を
促
進

す
る
た
め
、
本
人
の
所
有
す
る
自
動

車
を
自
身
で
操
作
で
き
る
よ
う
に
改

造
す
る
た
め
の
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

○
対
象
者

　

 

市
内
に
住
民
登
録
を
有
す
る
18
歳

以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

で
、
自
動
車
運
転
の
適
性
検
査
に

不
備
が
な
い
人

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

○
助
成
内
容

　

 

自
動
車
の
走
行
装
置
（
ハ
ン
ド
ル

等
）
や
駆
動
装
置
（
ア
ク
セ
ル
・

ブ
レ
ー
キ
等
）
の
改
造
に
必
要
な

費
用
（
10
万
円
を
限
度
）
を
助
成

し
ま
す
。

高齢者や障害者でも安心して利用で
きるように改造された浴室

障害者でも運転しやすいように改造さ
れたハンドルと駆動装置

身
体
障
害
者
自
動
車
運
転
免
許

取
得
費
助
成
事
業

  

身
体
障
害
者
自
動
車
改
造
費

助
成
事
業

健やかで安心できる生活を提供します福祉
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、
平
成
18
年
１
月
に
「
鹿
屋
市
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
自
分
の
住
む
地
域
の
安
全
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

地
域
の
力
で
つ
く
る  

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

自
ら
の
安
全
は
自
ら
で
守
る

　

こ
の
条
例
は
、
自
ら
の
安
全
は
自

ら
守
る
と
い
う
意
識
の
も
と
、
市
や

市
民
・
事
業
者
・
所
有
者
等
が
協
力

し
て
安
全
意
識
の
高
揚
や
自
主
的
な

地
域
安
全
活
動
を
推
進
し
、
市
民
が

安
全
で
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が

で
き
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
条
例
に
基
づ
き
、

関
係
団
体
等
で
構
成
す
る
「
鹿
屋

市
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
」
を
設
立
し
、
危
険
箇
所
の
調

査
や
整
備
、
防
犯
灯
設
置
、
地
域
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
推
進
、
防
犯
・
防

災
に
関
す
る
講
習
会
等
の
開
催
な
ど
、

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
に
つ
い
て

協
議
・
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

み
ん
な
で
活
動
に
参
加
し
よ
う

　

現
在
、
市
内
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
り
結
成
さ
れ
た
地
域
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
な
ど
20
団
体
が
、
地
域
か

ら
犯
罪
を
減
ら
し
、
な
く
し
て
い
く

た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
各
地
域
で
自
主
防

災
組
織
が
結
成
さ
れ
、
日
頃
の
防
災

活
動
や
訓
練
な
ど
を
通
じ
て
、
災
害

発
生
時
へ
の
備
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
安
全
・
安
心
へ
の
意
識

を
高
め
、
活
動
に
参
加
し
、
継
続
し

て
い
く
こ
と
で
、
地
域
の
安
全
・
安

心
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
自
治
防
災
課

　
　

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
２
４

  市・市民・事業者・
　　　所有者等の役割
　安全で安心なまちづくりを推進
するため、市や市民、事業者、所
有者等それぞれの役割（責務）が
決められています。

市
　市民や関係機関と相互に連携を
図り、次のような取り組みを行っ
ていきます。
○安全に関する知識の普及や情報
の提供、その他広報啓発
○活動を支える人材の育成
○防犯や防災等に配慮した公共的
施設等環境の整備
○子供や高齢者等に対する安全対
策
○活動推進者や団体に対する支援
　　　　　　　　　　　　　など

市民
○市民一人ひとりが自らの安全確
保に努め、地域住民がお互いに
協力して地域安全活動を推進す
る。
○犯罪や事故、災害等が発生した
場合、相互に協力して安全確保
に努める。

事業者
○事業活動を行う際は、安全のた
めに必要な措置をとり、地域の
一員として市民とともに地域の
安全活動に取り組む。
○従業員に安全・安心まちづくり
に関する知識及び技術を習得す
る機会を提供する。
○犯罪や事故、災害等が発生した
した場合、安全確保に努める。

所有者等
　所有・管理する土地や建物など
を適正に管理し、安全確保に努め
る。
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ふ
ん
尿
の
多
く
が
農
地
還
元
、
素
掘

り
（
解
消
済
み
）
等
で
処
理
さ
れ
て

き
た
こ
と
な
ど
が
地
下
水
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

身
近
な
こ
と
か
ら

　

始
め
て
み
よ
う

　

平
成
14
年
に
国
の
水
環
境
改
善
緊

急
行
動
計
画
（
清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

Ⅱ
）
の
対
象
河
川
に
肝
属
川
が
選
定

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
市
民
と
行
政
等

で
構
成
す
る
肝
属
川
清
流
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
Ⅱ
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
平

成
17
年
に
肝
属
川
水
環
境
改
善
緊
急

行
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
平

成
27
年
度
ま
で
に
肝
属
川
の
水
質
改

善
を
行
う
こ
と
を
目
標
に
、
市
民
と

行
政
が
共
に
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
水
質
改
善
へ
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
市
で
は
、
家
庭
か
ら

出
る
廃
食
油
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進

す
る
た
め
、
市
内
19
か
所
に
廃
食
油

回
収
ポ
ス
ト
を
設
置
し
て
家
庭
か
ら

出
る
使
用
済
み
油
を
回
収
し
、
回
収

し
た
油
を
使
っ
た
廃
食
油
石
け
ん
づ

く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
知

識
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

小
中
学
校
や
町
内
会
な
ど
の
団
体
を

対
象
に
、
肝
属
川
の
水
質
問
題
を
中

心
と
し
た
環
境
出
前
講
座
な
ど
も

２月１７日に実施された
肝属川清掃

行
っ
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
受
講

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
河
川
や
排
水
路
の
状

況
を
監
視
す
る
た
め
、
市
内
20
か
所

に
環
境
監
視
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

水
質
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
み

ん
な
で
取
り
組
み
、
そ
し
て
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
ず
は
、
身
の
回
り
を
見
直
し
て

み
て
、
で
き
る
こ
と
か
ら
で
か
ま
い

ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、

水
質
改
善
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
環
境
政
策
課

　
　

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
５
６

河川名 採水地点 河川の環境
基準ＢＯＤ

採水日（平成１７年）
１/12 ２/ ９ ３/１ ４/19 ５/10 ６/ １ ７/ ５ ８/ ３ ９/13 10/ ４ 11/８ 12/12

肝
属
川
水
系

肝属川

①大久保橋（上祓川）

5.0

0.8 1.6 1.3 0.9 1.2 2.8 0.8 1.2 2.2 3.9 0.9 4.7
②樋渡橋（王子） 3.1 5.6 5.0 4.0 1.5 3.3 1.6 1.7 2.5 3.9 4.6 4.9
③王子橋（王子） 2.4 6.5 4.3 3.3 1.9 5.1 4.9 1.3 2.5 5.0 4.7 5.0
④山中橋（打馬１） 2.7 6.9 2.9 2.5 2.8 2.2 6.3 1.0 1.0 1.9 4.0 1.8
⑤役所ノ下橋（川東） 6.0  12 4.7 3.4 2.7 4.1 2.5 2.0 3.7 4.3 2.9 10
⑥河原田橋（川西） 2.3 6.8 3.0 5.5 1.9 2.6 3.1 1.0 1.2 1.5 2.2 2.2
⑦馬込橋（吾平町下名） 3.0 2.9 4.4 3.4 3.6 2.6 4.4 3.4 1.7 2.9 5.3 4.7 11

大姶良川 ⑧西南橋（池園） 3.0 2.7 2.7 1.3 1.6 2.1 2.7 1.4 1.0 2.4 4.0 6.2※ 12※

⑨永野田橋（永野田） 3.1 2.0 2.9 3.6 2.4 4.6 2.1 1.9 2.7 5.1 7.1 10

下谷川 ⑩小屋敷橋（新生） 5.0 6.4 7.2 6.9 5.4 3.6 5.8 3.4 3.4 3.5 7.6 5.7 7.9
⑪田崎橋（新栄） 3.0 8.0 2.3 1.6 1.2 1.5 1.6 0.6 2.6 1.5 1.1 1.6

串良川
⑫谷田橋（下高隈）

2.0
1.0 0.7 3.4 1.4 1.6 4.4 1.3 1.5 2.1 3.6 1.1 4.2

⑬串良橋（串良町岡崎） 1.4 1.2 0.9 1.9 1.1 1.2 1.0 0.9 0.8 0.7 0.5未満 0.5未満
⑭堅田橋（串良町岡崎） 1.2 2.0 1.2 － － － － － － － － －

姶良川 ⑮姶良橋（吾平町麓） 3.0 0.8 1.3 1.1 0.9 0.9 0.8 1.5 0.6 0.5未満 0.5未満 2.1 1.0

高須川 ⑯第一新里橋（白水） 2.0 0.8 1.4 0.6 0.9 1.4 3.2 0.6 0.8 2.2 3.5 0.7 3.9
⑰岡留橋（野里） 0.9 1.3 1.2 1.3 1.5 3.5 1.1 0.5未満 2.6 3.9 1.4 5.4

排水路

Ⓐ２号排水路（下祓川）

※排水路の環境
基準は設定さ
れていません

170 39 90 310 160 61 180 77 70 57 15 170
Ⓑ３号排水路
　※長谷橋（上祓川） 130 91 73 130 34 57 45 76 10 38 27 130

Ⓒ新川第９樋管（新川） ― ― ― 5.0 3.0 4.0 3.0 4.0 3.0 8.0 3.0 5.0
Ⓓ田崎第４樋管（田崎） 25 170 9.0 9.0 6.0 7.0 11 14 38 8.0 9.0 11
Ⓔ４号排水路（新川） 31 140 43 22 27 27 12 22 14 55 19 22
Ⓕ５号排水路（川東） 22 33 18 26 13 21 23 9.0 4.0 10 9.0 180

　

平
成
17
年
の
鹿
屋
地
区
内
の

　

水
質
調
査
結
果
に
つ
い
て

　

鹿
屋
地
区
内
の
河
川
等
や
地
下
水

に
つ
い
て
は
、
水
質
改
善
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
市
民

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
様
々
な
水

質
改
善
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

今
回
ま
と
ま
っ
た
平
成
17
年
の
水

質
調
査
結
果
で
は
、
大
部
分
で
環
境

基
準
（
健
康
や
生
活
環
境
を
守
っ
て

い
く
上
で
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
値
）

を
満
た
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
部
で

基
準
を
満
た
さ
な
い
結
果
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

●
河
川

　

市
と
国
で
は
、
市
内
を
流
れ
る
河

川
と
排
水
路
で
、
河
川
の
水
質
状
況

を
知
る
指
標
の
一
つ
で
あ
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ

の
値
を
毎
月
調
査
し
て
い
ま
す
。

（
図
１
・
表
１
参
照
）

　

Ｂ
Ｏ
Ｄ
と
は
、
微
生
物
が
汚
れ
を

分
解
す
る
と
き
に
必
要
な
酸
素
量
の

こ
と
で
、
河
川
が
汚
れ
て
い
る
ほ
ど

値
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

市
内
を
流
れ
る
河
川
に
は
、
流
域

で
の
水
の
利
用
状
況
等
に
よ
り
河
川

ご
と
に
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
値
に
よ
る
環
境
基

準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
調
査
結
果

　

肝
属
川
全
体
の
水
質
を
算
出
す
る

た
め
の
４
つ
の
環
境
基
準
点
の
一
つ

で
あ
る
河
原
田
橋
で
は
、
年
間
平
均

で
環
境
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
し
た

が
、
月
別
で
は
２
度
環
境
基
準
を
上

回
る
値
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
肝
属
川
両
岸
や
笠
野
原

台
地
に
あ
る
住
宅
や
事
業
所
等
か
ら

の
排
水
が
こ
の
区
間
に
流
入
す
る
こ

と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
地
下
水

　

市
で
は
、
平
成
10
年
か
ら
地
下
水

の
水
質
状
況
を
知
る
指
標
の
一
つ
で

あ
る
硝
酸
性
窒
素
及
び
亜
硝
酸
性
窒

素
の
濃
度
を
市
内
50
地
点
で
定
点
調

査
し
て
い
ま
す
。

　

硝
酸
性
窒
素
及
び
亜
硝
酸
性
窒
素

と
は
、
窒
素
肥
料
や
家
畜
の
ふ
ん
尿
、

工
場
排
水
に
含
ま
れ
る
窒
素
が
微
生

物
に
分
解
さ
れ
て
生
成
さ
れ
る
も
の

で
、
飲
料
水
や
食
物
な
ど
を
経
由
し

て
多
量
に
摂
取
し
た
場
合
の
人
体
へ

の
悪
影
響
等
が
報
告
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
環
境
基
準
は
１
リ
ッ
ト
ル

当
た
り
10
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下
と
一
律

に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
調
査
結
果

　

肝
属
川
上
流
東
部
（
笠
野
原
台
地

側
）
、
大
姶
良
川
北
部
（
鹿
屋
原
台

地
）
な
ど
６
地
点
で
環
境
基
準
を
上

回
る
値
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
広
大
な
農
地
を
利
用
し

た
農
業
活
動
や
、
過
去
に
畜
産
業
で

簡単にできる廃食油石
けんづくりなども行って
いる環境出前講座

河川及び排水路水質調査結果表

①使用済み油を『流し』から流さないようにしましょう。
②水切りネット等を使って残飯などを流さないようにしましょう。
③油や食べ物で汚れた鍋や食器はふき取ってから洗いましょう。
④洗剤は正しく計って使いましょう。
⑤米のとぎ汁は植木の水などに利用しましょう。
⑥公共下水道や合併処理浄化槽を利用しましょう。

あなたにもできる！ 水質改善への取り組み

（単位  mg/ℓ）表１

504

220

220

269

大隅湖大隅湖

串良川

大姶良川

高
須
川

下
谷
川

笠
野
原
台
地

肝
属
川

串良川

大姶良川

高
須
川

下
谷
川

17

Ｆ

笠
野
原
台
地

肝
属
川

姶
良
川

姶
良
川

⑮

図１

河川等採水地点及び地下水環境基準値超過地点

・ 採水地点⑤、⑦、⑫、⑬、⑭、⑮は国土交通省大隅河川国道事務所の測定結果、それ以外は鹿屋市の測定結果です。なお、肝属川全体の
水質は、国土交通省大隅河川国道事務所が測定する朝日橋（鹿屋市／現在上流を工事中）、河原田橋（鹿屋市）、俣瀬橋（東串良町）、
第二有明橋（肝付町）の４つの環境基準点の水質平均で算出されます。
・※印の付いている月は、事業所排水の影響により西南橋下流の中原下橋で採水しています。

　平成 17年の市内を流れる河川や排水路、地下
水の水質調査結果がまとまりました。
　これまでも、様々な水質改善への取り組みが
行われ、昔と比べると改善されてきていますが、
今後も市民全員による心掛けと気配りで、きれ
いな水環境を取り戻すための取り組みを続けて
いきましょう。
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鹿
屋
市
議
会
の
議
員
数
に
つ
い
て

は
、
合
併
の
経
過
措
置
と
し
て
、
旧

市
町
の
議
員
が
そ
の
ま
ま
新
市
の
議

員
と
し
て
在
任
す
る
在
任
特
例
を
今

年
4
月
ま
で
適
用
し
た
こ
と
か
ら
、

現
在
、
76
人
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

5
月
以
降
の
議
員
定
数
は
34
人
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
合
併
後
初
め
て
行

わ
れ
る
選
挙
に
限
り
、
旧
市
町
単
位

で
選
挙
区
を
設
け
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
区
ご
と
の
定
数
が
、
2

月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
鹿
屋
市
議
会

臨
時
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
市
議
会
議
員
の
定
数
は
、

鹿
屋
地
区
24
人
、
吾
平
地
区
３
人
、

輝
北
地
区
２
人
、
串
良
地
区
５
人
と

な
り
ま
す
。

■
投
票
で
き
る
人

　

昭
和
61
年
４
月
24
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、
平
成
18
年
１
月
15
日
以

前
に
鹿
屋
市
に
転
入
届
を
出
し
、
引

き
続
き
鹿
屋
市
に
住
ん
で
い
る
人

■
期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
出
張
や
仕
事
、
旅
行
な

ど
で
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日

前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

必
ず
投
票
所
入
場
券
等
で
場
所
の

確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

期
間
＝
４
月
17
日
（
月
）
〜
22
日

（
土
）

○ 

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８

時
○
場
所

　

鹿
屋
選
挙
区
↓
本
庁

　

吾
平
選
挙
区
↓
吾
平
総
合
支
所

　

輝
北
選
挙
区
↓
輝
北
総
合
支
所

　

 

串
良
選
挙
区
↓
串
良
保
健
セ
ン

タ
ー

■
投
票
日
の
投
票
時
間

　

各
投
票
所
で
投
票
時
間
が
異
な
り

ま
す
。
郵
送
さ
れ
た
投
票
所
入
場
券

等
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

■
投
票
方
法

　

投
票
所
に
投
票
所
入
場
券
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
入
場
券
は
郵
送
し
ま
す
が
、

投
票
日
が
近
く
な
っ
て
も
届
い
て
い

な
い
場
合
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
万

一
、
入
場
券
を
紛
失
し
て
も
投
票
で

き
ま
す
。
投
票
日
当
日
、
投
票
所
の

係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※ 

指
定
病
院
等
に
入
院
中
の
人
は
、

そ
の
病
院
等
で
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。

■ 

代
理
投
票
・
点
字
投
票
・
郵
便
等

に
よ
る
投
票

　

代
理
投
票
と
点
字
に
よ
る
投
票
は
、

投
票
日
に
投
票
所
で
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　

重
度
の
身
体
障
害
者
で
「
郵
便
等

投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
は
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。
投
票
日
の
４
日
前

ま
で
に
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
郵
便
等
に
よ
る
投
票

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者

手
帳
保
持
者
で
そ
の
内
容
が
一
定
の

基
準
を
満
た
し
て
い
る
人
に
限
り
ま

す
。

　

ま
た
、
郵
便
等
に
よ
る
投
票
の
代

理
記
載
も
で
き
ま
す
。
代
理
記
載
人

助
役
、
収
入
役
を
選
任
。
教
育
長
を
互
選
。 　

２
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
鹿
屋
市
議
会
３
月
定
例
会
本
会
議
に
お
い

て
、
鹿
屋
市
の
初
代
助
役
に
西
薗
琢
巳
氏
、
初
代
収
入
役
に
村
山
隆
男
氏

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
任
期
は
４
年
間
で
す
。
ま
た
、
２
月
16

日
に
開
催
さ
れ
た
教
育
委
員
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
鹿
屋
市
の
初
代
教
育

長
に
新
名
主
勝
哉
氏
が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
４
年
間
で
す
。

鹿
屋
市
議
会
議
員
の
選
挙
区
ご
と
の
定
数
が
決
ま
り
ま
し
た
。

西薗  琢巳 氏（66歳）
【 略 歴 】

　昭和 35年に鹿屋市役所に入り、企
画課長、商工水産観光課長、産業経済
部長、企画部長を歴任。その後、平成
11年9月から2期、6年4か月の間、
旧鹿屋市の助役を務めました。

鹿屋市助役

村山  隆男 氏（63歳）
【 略 歴 】

　昭和37年に鹿児島県警察官となり、
枕崎警察署長、高山警察署長、県警本
部総務課長、鹿屋警察署長、鹿児島南
警察署長、県警本部生活安全部長を歴
任。その後、平成14年8月から1期、
2年 5か月の間、旧鹿屋市の収入役を
務めました。

鹿屋市収入役

新名主  勝哉 氏（65歳）
【 略 歴 】

　昭和38年に鹿児島県教職員となり、
加治木中学校校長、県教育庁肝属教育
事務所長、緑丘中学校校長、県教育庁
学校教育課指導監、伊敷中学校校長を
歴任。その後、平成 13年 4月から 2
期 4年 9か月の間、旧鹿屋市の教育長
を務めました。

鹿屋市教育長

串良選挙区

５人

輝北選挙区

２人

吾平選挙区

３人

鹿屋選挙区

24人

4月
23日は

と
な
る
人
の
届
出
も
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
へ
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
開
票

　

開
票
は
選
挙
区
ご
と
に
行
わ
れ
ま

す
。
時
間
及
び
場
所
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
鹿
屋
選
挙
区

　

開
票
時
間
＝
午
後
８
時
〜

　

場
所
＝
鹿
屋
市
体
育
館

○
吾
平
選
挙
区

　

開
票
時
間
＝
午
後
７
時
30
分
〜

　

場
所
＝
吾
平
振
興
会
館

○
輝
北
選
挙
区

　

開
票
時
間
＝
午
後
７
時
30
分
〜

　

 

場
所
＝
輝
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

○
串
良
選
挙
区

　

開
票
時
間
＝
午
後
７
時
30
分
〜

　

場
所
＝
串
良
町
民
会
館

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
４
２

　

吾
平
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
　

☎
０
９
９
４
─58
─７
１
１
１

　

輝
北
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
　

☎
０
９
９
─４
８
６
─１
１
１
１

　

串
良
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
　

☎
０
９
９
４
─63
─３
１
１
１

　新鹿屋市誕生による市議会議員の在任特例期間（４か月）
満了により、市議会議員選挙が４月 16 日に告示され、４月
23日に投開票が行われます。
　必ず投票へ行き、あなたの一票を新しいまちづくりに反映
させましょう。

串良選挙区

吾平選挙区

鹿屋選挙区

輝北選挙区

10
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2
月
26
日
、
鹿
屋
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
で
「
在
日
米
軍
空
中
給
油
機

部
隊
移
駐
に
反
対
す
る
市
民
集
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
集
会
は
、
市
民
に
よ
る
市
民

レ
ベ
ル
の
集
会
を
実
施
し
て
、
在
日

米
軍
空
中
給
油
機
部
隊
移
駐
に
反
対

す
る
市
民
の
意
志
を
日
本
政
府
や
在

日
米
軍
、
米
政
府
に
届
け
よ
う
と
開

催
さ
れ
た
も
の
で
、
鹿
児
島
き
も
つ

き
農
業
協
同
組
合
や
鹿
屋
市
町
内
会

連
絡
協
議
会
な
ど
約
40
団
体
で
つ
く

る
実
行
委
員
会
が
主
催
。
約
８
，
２

０
０
人
（
主
催
者
発
表
）
が
訪
れ
、

移
駐
反
対
を
訴
え
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
は
じ
め
に
下
小
野
田

寛
実
行
委
員
長
が
「
市
民
一
人
ひ
と

り
が
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
で
大
き

な
力
が
発
揮
で
き
る
。
市
民
の
声
を

日
米
両
政
府
に
し
っ
か
り
と
届
け
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
あ
い
さ

つ
。
山
下
鹿
屋
市
長
も
「
市
街
地
の

ど
真
ん
中
に
基
地
が
あ
り
、
学
校
や

保
育
園
、
病
院
な
ど
が
基
地
を
囲
ん

で
い
る
。
年
間
４
７
，
０
０
０
回
の

飛
行
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
以
上

騒
音
や
事
故
の
危
険
性
が
増
大
す
る

こ
と
は
、
到
底
、
容
認
で
き
な
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

伊
藤
鹿
児
島
県
知
事
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
「
市
民
集
会
は
地
元
が
意
志
を
示

す
と
い
う
こ
と
で
大
き
な
意
味
が
あ

る
」
と
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
上

げ
ら
れ
、
沖
縄
在
住
の
黒
島
善
市
さ

ん
が
沖
縄
の
現
状
を
報
告
。
さ
ら
に
、

周
辺
自
治
体
を
代
表
し
て
野
元
錦
江

町
長
、
鹿
屋
市
民
の
声
と
し
て
、
畜

産
業
団
体
と
町
内
会
の
代
表
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
米
軍
空
中
給
油

機
部
隊
移
駐
に
反
対
す
る
意
見
を
述

べ
た
ほ
か
、
子
供
た
ち
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
集
会
の
決
議
と
し
て

内
閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
、
防
衛

庁
長
官
に
対
し
「
日
本
政
府
は
、
今

回
の
在
日
米
軍
再
編
合
意
を
見
直
し
、

基
地
周
辺
自
治
体
や
住
民
の
立
場
に

立
ち
、
基
地
の
真
の
整
理
縮
小
の
た

め
改
め
て
米
国
政
府
と
交
渉
す
る
こ

と
。
と
り
わ
け
、
空
中
給
油
機
部
隊

の
海
上
自
衛
隊
鹿
屋
航
空
基
地
へ
の

移
駐
は
行
わ
な
い
こ
と
」
と
い
う
要

求
を
と
り
ま
と
め
、
最
後
は
、
参
加

者
全
員
で
「
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
を
三
唱

し
て
、
反
対
の
気
勢
を
上
げ
ま
し
た
。

沖縄在住の黒島善市さんは、「自分
が嫌なことを人に押しつけるわけ
にはいきません。米軍基地はいら
ないと、しっかり言おうじゃありま
せんか」と訴えました。

空中給油機(KC-130)に朱
色で大きく×印がされたス
テージであいさつする下小
野田実行委員長

「ガンバロー」を三唱して、気勢を上げる参加者。

12
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ま  ち  の  話  題

　２月22日、田崎町の七
ななかりおさたぬき

狩長田貫神社（田崎神社）で、
五穀豊じょうと無病息災を祈願する「お田植え祭り」が
行われました。
　この祭りは、田植えの準備から稲穂の収穫までの様子
を表現する同神社に古くから伝わる伝統行事。田んぼに
見立てた境内では、黒い烏帽子と真っ赤な甚兵衛羽織を
身にまとった７人の男衆が、田んぼを耕すように木製の
牛んこを引いて、縦横にかけ回ったり、肥料に見立てた
砂をまいたほか、最後に行われた稲穂の収穫を喜ぶ踊り
には、見物客も加わり、今年１年の豊作と健康を一緒に
祈願しました。

　２月18日から22日までの５日間、県内
に春の訪れを告げる第53回鹿児島県下一
周市郡対抗駅伝競走大会が開催され、県
内の53区間、593.1kmを舞台に12チーム
が熱いレースを繰り広げました。
　大会４日目、地元肝属チームはゴール
となるかのやイベント広場に第１位で
ゴールして４年ぶりに日間優勝。総合成
績でも４位となり４年ぶりのAクラス入
りを果たしました。
　また、今回、輝北地区は曽於チームで
参加。輝北町の選手の活躍もあり総合３
位となりました。

串良輝北輝北吾平鹿屋

串良
万
まんは っ せ ん

八千神社で二月踊り
鹿屋
五穀豊じょうと無病息災を祈願

大会５日目、浜田小
に勤務する肝属チー
ムの石塚正太選手を、
同校の児童が横断幕
を持って応援しまし
た。

大会 4日目、肝属チームは、
かのやイベント広場前に永田
宏一郎選手が1位でゴール。

輝北地区は曽於チームで参加。輝北町
の上谷田卓選手 ( 尚志館高校 2 年 ) は、
大会 3日目第10 区と5日目第 8 区で
両日とも区間 4位と健闘しました。

　２月26日、串良町下小原の万八千神社で二月踊りが
行われました。
　これは、五穀豊じょうと無病息災を願う同神社に伝
わる伝統行事。境内で、太郎・次郎が木彫りの牛とモ
ガで田を耕し、子供たちが「シバうち」して田をならし、
神主が種をまくという神事の後、下小原北・南・大坪
の３町内会の小中学生・青年約65名が５組に分かれ棒
踊りを奉納しました。その後、浴衣姿に色とりどりの
たすきをかけた踊り子たちは、３町内会の各戸を元気
な掛け声で踊りながら回り、最後は、下小原駅の跡に
ある水神様に踊りを奉納しました。

Town  Topics

肝属チームが４年ぶりに日間優勝

県下一周市郡対抗駅伝競走大会
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ま  ち  の  話  題
Town  Topics

　２月19日、串良町細山田の山宮神社で春祭りが開催
され、県の無形民俗文化財に指定されている正月踊り
(棒踊り)、かぎ引き、田打などの芸能が奉納されました。

串良
山宮神社春祭りに伴う芸能

　２月19日、市文化会館で平成17年度鹿屋市生涯学習大
会・かのや男女共同参画社会づくり講演会が開催されま
した。
　当日は、鹿屋地区内の公民館や学習センターなどで活
動する14団体が舞踊や詩吟などの舞台発表を行ったほか、
社会教育功労者２人と優良社会教育関係団体３団体を表
彰。その後、行われた女優の倍賞千恵子さんによる「歌
うこと、演じること、そして生きること」と題した男女
共同参画社会づくり講演会では、映画の裏話や歌を交え
ながらの話に、会場を訪れた約850人が熱心に聞き入っ
ていました。
　また、２月15日から19日まで市中央公民館で、各地区
学習センター等の講座生による作品の展示発表が行われ
ました。

○かぎ引き
　サクラやエノキなどの雄かぎ(かぎ状の木)
と雌かぎ(二股になった木)を絡ませて、神社
周辺の堂園、馬掛、生栗須の３町内会と立
小野、高松、平瀬の３町内会が引き合います。
２度勝った方が豊作になるといい、引き分け
の場合は双方が豊作になるといわれています。

○田
た う ち

打
　太郎と次郎に扮した神官が、木製の牛を引
きながらユーモアを交えて田をならす動作を
します。

○正月踊り(棒踊り)
　町内会ごとに１組６人で、２組
から３組が一緒になって、三尺棒(堂
園、生栗須)や六尺棒(馬掛)で、打ち
合いながら踊ります。

堂
園

馬
掛

生
栗
須

鹿屋
生
涯
学
習
の

　
　

成
果
を
披
露

倍賞千恵子さん

　２月15日、産学官連携で開発し
た「かのや健康イス」が発表され
ました。
　このイスは、間伐材を利用し地
産地消に貢献しようと、昨年８月
から大隅家具共同組合と鹿屋体育
大学等が共同開発したもの。運動
用の機能が加えてあり、腕や足の
筋肉を鍛えられるように工夫され
ており、今後は試作品を高齢者施
設に展示して、利用者の意見を聴
きながら改良に取り組む予定です。

　２月21日、誰もが安心して生活
できる地域福祉の輪を広げようと
「ボランティア入門１日講座」（鹿
屋市社会福祉協議会吾平支所主催）
が湯遊ランドで開催されました。
　講座には地域のために活動した
いと意欲のある方々約50人が参加。
お手玉やおはじきを使った福祉レ
クリエーションでは、「こんなに
笑ったのは久しぶり。ふれあいサ
ロンなどで、早速実践してみたい」
と意欲的に話していました。

　２月14日、鹿屋女子高等学校の
正門前で、「バレンタインデー交通
安全作戦」(鹿屋市交通安全協会主
催)が行われました。
　交通安全作戦には、同校の交通
安全委員など32人が参加。同校の
正門前で、「安全運転をお願いしま
す」と声をかけながら、500個のチョ
コレートと、「チョコっとの油断が
事故のもと」と書かれたチラシを、
ドライバーに手渡しました。

鹿屋
産
学
官
連
携
で

　

健
康
イ
ス
を
開
発

　２月８日、第14回国際高校生選抜書展
の団体の部で優勝を果たした鹿屋高校書
道部の生徒が、市役所を訪れました。
　同書展は、「書の甲子園」と呼ばれ、
書を学ぶ高校生の目標となっている大会
で、日本をはじめとする21の国と地域か
ら13,610点の応募があり、この中から入
賞・入選作品2,167点が選ばれました。
　作品を仕上げるために２泊３日の校内
合宿も行った鹿屋高校書道部は、部員20
人中、入賞が３人、入選が12人という好
成績を収め、入賞・入選者の数に応じた
総合点で競われる団体の部で、昨年の準
優勝に続き、今年はついに優勝を達成。
また、個人の部でも樋高雄

かつま さ

将さん（１年）
が最高賞の文部科学大臣奨励賞を受賞し
ました。
　この快挙達成に同部のキャプテンを務
める久木田舞子さん（２年）は、「夢の
ようです。これからも頑張っていきたい
です」と喜びを語ってくれました。

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
を
受
賞
し
た

樋
高
雄
将
さ
ん
の
作
品

書
道
の
国
際
大
会
優
勝

を
報
告

鹿屋

鹿
屋
高
校
書
道
部
の
文
字
が
刻
ま

れ
た
総
重
量
約
11
㎏
の
純
銀
製
の

優
勝
杯

吾平
福祉レクリエーションを学ぶ

鹿屋
チョコっとの油断が
事故のもと

鹿
屋
高
校
書
道
部
の
文
字
が
刻
ま

れ
た
総
重
量
約

優
勝
杯

鹿児島県無形民俗文化財指定

　２月３日、湯遊ランドで、家庭
教育について考える鹿屋市吾平地
区家庭教育講演会（吾平町道徳振
興会・吾平町PTA連絡協議会主催）
が開催されました。
　講演会では、全国各地で年間400
回の講演をこなすという大分県佐
伯市観光係長の矢野大和氏が「た
くましく育てるために」と題して
講演。ユーモアたっぷりの話しぶ
りに、会場は終始笑いに包まれて
いました。

吾平
家庭教育について考える
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Town  Topics

　２月14日、今年１月に行われた
全国高校サッカー選手権で準優勝
に輝いた鹿児島実業高等学校サッ
カー部のストライカーとして活躍
した栫

かこい

大
ひ ろ つ ぐ

嗣選手が市役所を表敬し
ました。
　母親が市内に住むなど、鹿屋とも
ゆかりが深い栫選手は、現在、サッ
カー Jリーグの『サガン鳥栖』に在
籍。「１日も早くレギュラーとして
活躍できるようになりたい」と抱
負を語ってくれました。

　２月17日、市農業研修センター
で平成17年度さつまいも生産振興
大会が開催されました。
　この大会は、市の基幹作物であ
るさつまいもの品質及び栽培技術
等の向上を図るために行われてい
るもの。青果用及び加工用さつま
いも品評会の表彰をはじめ、青果
用サツマイモの新しい奨励品種「九
州143号」の紹介や講演もあり、生
産者はメモを取りながら熱心に聞
き入っていました。

　２月15日、第51回角川短歌賞を
受賞した森山良太さん（寿８丁目）
が市役所を訪れました。
　５回目の挑戦で選ばれた短歌「闘
牛の島」は、徳之島高校に赴任し
ていたころに思いをはせて作った
歌。県内初の快挙を成し遂げた森
山さんは「いい作品をつくり続け
たい」と抱負を話しました。
【受賞作品五十首の中から一首抜粋】
　　夏空のあをを映せる礁池の
　　潮わが体内に満ちて揺れをり

　２月17日、フランス人画家パス
カル・ダベール氏が市役所を訪れ、
デッサン画を寄贈しました。
　パスカル氏は、精神障害を持つ
人の家族会「きもつき会」の結成
25周年記念チャリティ企画として
行われた「現代国際巨匠絵画展」（2
月18日～20日まで、市内のホテル
で開催）にあわせて来日。「鹿児島
に来ることができて光栄です」と
話し、フランスの教会を描いたデッ
サン画を市長に手渡しました。

　２月16日、鹿屋農業高等学校で
卒業後、本格的に農業に就農する
生徒や、専門的知識等を学ぼうと
する生徒を励まそうと「営農の門
出を励ます会」が開催されました。
　励ます会では、農業大学校に進
む福末博樹さん（輝北町市成）が
「自分の夢を託した祖父の思いを受
け継ぎ、立派な酪農経営者になり
ます」と抱負を力強く述べたほか、
最後は同校で製造されている農高
牛乳で乾杯しました。

　２月25日、輝北町上百引の国道
504号で、輝北町高校生クラブと輝
北町青年同志会が合同で、セイフ
ティドライブ運動大作戦を実施し
ました。
　大隅警察署の誘導に緊張気味の
ドライバーも高校生の「安全運転
をお願いします」という言葉と静
電気防止キーホルダーをもらって
にっこり。安全運転を約束してい
ました。

　２月12日、串良町内一周駅伝大会（串良町青年団連絡協議会主
催）が開催されました。
　これは、社会体育の普及や体力向上、健康増進などを目的に開
催されているもので、小学生の部に７チーム、中高生の部に５チー
ム、一般の部に６チームが参加。沿道の市民から大きな声援を受
けながら、串良町内を一周する11区間、24.7㎞のコースで健脚を
競い合いました。各クラスの優勝チームは次のとおりです。

【小学生の部】串良ファイターズA
【中高生の部】串良中サッカー・空手部
【一 般 の 部】下小原

串良輝北
セイフティドライブ運動

大作戦を実施

鹿屋
農高牛乳で乾杯

鹿屋鹿屋鹿屋
レギュラーとして
活躍したい

ま  ち  の  話  題

町内一周24.7㎞で健脚を競う

パスカル・ダベール氏が
絵を寄贈

　串良町出身の原﨑信雄さん（大阪府守口市在住）が、
新鹿屋市誕生を記念して新鹿屋音頭を自主制作（非売
品）しました。
　「故郷に対して、すごく愛着を感じています」と話
す原﨑さんは、20年程前に通信教育で作詞を習って以
来、約40曲を作詞。軽快なリズムにのせて、鹿屋市
の名所や特徴を歌う新鹿屋音頭も自分で作詞しており、
四番まである歌詞は、いずれも「目出度いな」と合併
を祝い、「鹿屋音頭で  頑張ろうかい」で締めくくら
れています。

ハァ～　嬉じゃないか　目出度いな
星の降る街　輝北の郷

さと

と
一市三町　心を結び
目指す鹿屋の　新

しんみやこ

都
サァサ踊ろよ　シャシャンがシャンと
鹿屋音頭で　頑張ろうかい

　　　　　　　　　（1番のみ抜粋）

原﨑信雄さん

角川短歌賞を受賞
鹿屋
さつまいもの品質及び
栽培技術を向上を図る

　２月21日、東九州自動車道「志
布志～末吉財部プロジェクトチー
ム」が発足し、鹿屋市役所で初会
議が開催されました。
　このプロジェクトチームは、国
と地方自治体が一体となって志布
志～末吉財部間の用地取得や設計
協議を進めるためのもので、国・県・
沿線市町長で組織。それぞれの担当
職員などで組織するタスクフォー
ス（実働部隊）も結成され、同区
間の早期供用開始を目指します。

鹿屋
早期供用開始を目指して
プロジェクトチーム発足

串良
新鹿屋音頭を自主制作

　２月19日、湯遊ランドで吾平地
域生涯学習講座閉講式が開催され
ました。
　式では、英会話やソフトテニス
の講座生による体験発表や読書コ
ンクール表彰、舞台発表などが行
われ、講座生がお揃いの衣装に身
を包み、にこやかに踊ったフォー
クダンスでは、観客も一緒にリズ
ムをとりながら、踊っていました。
なお、今年度吾平地区では、22講
座で432人が学びました。

吾平
吾平地域生涯学習講座

の閉講式
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【問い合わせ】　
　　串良総合支所産業振興課　☎0994-63-3114

さ
い
。

●
応
募
期
限
＝
３
月
28
日
（
火
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

〒
１
６
２
─８
７
０
５

　

 

東
京
都
新
宿
区
市
谷
本
村
町
３
─

23
─４
Ｆ
（
財
）
日
本
手
芸
普
及

協
会
「
ば
ら
サ
ミ
ッ
ト
大
賞
押
し

花
絵
コ
ン
ク
ー
ル
」
係　

　
　

☎
03
─５
２
６
１
─４
６
６
０

「
２
０
０
６
ア
ー
ス
デ
イ

か
の
や
リ
サ
イ
ク
ル
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の
参

加
者
を
募
集

　

か
の
や
ば
ら
祭
り
の
市
民
協
働

イ
ベ
ン
ト
「
２
０
０
６
ア
ー
ス
デ

イ
か
の
や
リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

　

家
庭
の
不
用
品
（
服
・
本
・
お

も
ち
ゃ
等
）
を
出
品
し
た
い
人
は
、

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
機
会
に
、
環
境
問
題
に
つ

い
て
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

● 

日
時
＝
４
月
30
日
（
日
）
10
時

〜
15
時

● 

場
所
＝
霧
島
ヶ
丘
公
園
い
こ
い

の
広
場

● 

対
象
者
＝
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
中
学
生
以

下
の
参
加
の
場
合
は
、
保
護
者

の
同
伴
が
必
要
で
す
。

● 
出
店
料
＝
１
区
画
（
２
×
３

ｍ
）
５
０
０
円

串
良
ふ
れ
あ
い
農
園
の
利

用
者
を
募
集

　

新
鮮
で
安
全
な
野
菜
や
花
な
ど

の
栽
培
を
通
し
て
、
農
業
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

串
良
平
和
公
園
に
隣
接
す
る
串
良

ふ
れ
あ
い
農
園
の
利
用
者
を
募
集

し
ま
す
。

●
対
象
者

・ 

鹿
屋
市
又
は
近
隣
市
町
に
住
所

を
有
す
る
人

●
利
用
条
件

・ 

減
農
薬
又
は
無
農
薬
に
よ
る
栽

培
に
限
る

● 

区
画
数
＝
28
区
画
※
１
区
画
あ

た
り
30
㎡
（
５
ｍ
×
６
ｍ
）

※ 

利
用
で
き
る
区
画
は
、
原
則
１

区
画
で
す
が
、
申
し
込
み
の
状

況
に
よ
り
、
区
画
数
を
増
や
す

こ
と
も
で
き
ま
す
。

● 

利
用
料
金
＝
１
区
画
当
た
り　

１
，
０
０
０
円

● 

利
用
期
間
＝
契
約
日
か
ら
平
成

19
年
３
月
31
日
（
土
）

● 

申
込
方
法
＝
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
＝
３
月
29
日
（
水
）

※ 

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

● 

利
用
開
始
日
＝
契
約
日
以
降

※
４
月
１
日
（
土
）
以
降

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

串
良
総
合
支
所

　
　

産
業
振
興
課
農
林
係

　
　

☎
０
９
９
４
─63
─３
１
１
４

第　

回
ば
ら
サ
ミ
ッ
ト
大
賞

押
し
花
絵
コ
ン
ク
ー
ル
の
出

展
者
を
募
集

　

ば
ら
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
る
市
や
町
が
参

加
す
る
サ
ミ
ッ
ト
「
第
15
回
全
国

ば
ら
サ
ミ
ッ
ト
」
が
、
５
月
12
日

（
金
）・
13
日
（
土
）
に
鹿
屋
市
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
に
伴

い
、
11
日
（
木
）
か
ら
14
日
（
日
）

ま
で
、
ば
ら
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

押
し
花
絵
コ
ン
ク
ー
ル
・
作
品
展

を
開
催
し
ま
す
。
鹿
屋
市
に
在
住
・

在
勤
の
人
な
ら
ば
ど
な
た
で
も
応

募
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

情報掲示板

情報掲示板
Information 日日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

2006 3月

募    

集

第　

回
外
国
人
に
よ
る
日

本
語
弁
論
大
会
出
場
者
を

募
集

● 

日
時
＝
５
月
27
日
（
土
）
13
時
〜

●
場
所
＝
下
関
市
民
会
館

● 

出
場
資
格
（
次
の
条
件
を
満
た

す
人
）

・ 

大
会
当
日
に
満
15
歳
以
上
の
人

・ 

過
去
の
本
大
会
で
１
位
、
外
務

大
臣
賞
又
は
文
部
科
学
大
臣
奨

励
賞
を
受
賞
し
て
い
な
い
人

●
演
題
及
び
制
限
事
項

・ 

演
題
自
由
、
制
限
時
間
７
分
以
内

● 

応
募
方
法
＝
所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

国
際
教
育
振
興
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

● 

申
込
期
限
＝
４
月
11
日
（
火
）

午
後
５
時
ま
で
に
必
着

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

〒
１
６
０
─０
０
０
４

　

東
京
都
新
宿
区
四
谷
１
─21

　
　

財
団
法
人
国
際
教
育
振
興
会

　
　

☎
03
─３
３
５
３
─２
９
３
５

　
　

http://w
w
w
.nichibei.ac.jp

労
働
保
険
年
度
更
新
手
続

き
が
始
ま
り
ま
す

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

情報掲示板

保
険
）
の
年
度
更
新
手
続
き
の
期

間
は
、
４
月
１
日
か
ら
５
月
22
日

ま
で
で
す
。

　

こ
の
期
間
内
に
、
平
成
17
年
度

の
確
定
保
険
料
と
平
成
18
年
度
の

概
算
保
険
料
の
申
告
・
納
付
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
手
続
き
は
、
申
告

書
に
同
封
の
「
受
付
日
程
表
」
で

確
認
し
、
最
寄
り
の
会
場
で
申
告

又
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
度
よ
り
労
災

保
険
率
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

〒
８
９
２
─０
８
１
６

　

鹿
児
島
市
山
下
町
13
番
21
号

　

鹿
児
島
合
同
庁
舎

　

鹿
児
島
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　
　

☎
０
９
９
─２
２
３
─８
２
７
６

古
い
電
話
帳
を
回
収
し
ま
す

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
環
境
保
護
の
立

場
か
ら
、
古
い
電
話
帳
の
回
収
を

行
っ
て
い
ま
す
。
４
月
に
予
定
し

て
い
る
新
し
い
電
話
帳
の
配
達
の

際
は
、
古
い
電
話
帳
を
配
達
員
に

渡
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、
渡
せ

な
か
っ
た
時
は
、
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
紙
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー　

　
　

☎
０
１
２
０
─５
０
６
─３
０
９

Information

日日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
24 25 26 27 28 29

2006 4月

● 

申
込
方
法
＝
実
行
委
員
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
＝
４
月
20
日
（
木
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

ア
ー
ス
デ
イ
か
の
や

　
　
　
　
　

実
行
委
員
会

　
　

☎
０
９
９
４
─44
─３
１
８
０

平
成　

年
度
青
年
海
外
協

力
隊
・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
春
募
集

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

で
は
、
技
術
や
経
験
を
活
か
し
て

開
発
途
上
国
の
人
々
と
と
も
に
生

活
し
、
相
互
理
解
を
図
り
な
が
ら
、

彼
ら
の
自
助
努
力
を
促
進
さ
せ
る

形
で
協
力
活
動
を
展
開
す
る
青
年

海
外
協
力
隊
及
び
シ
ニ
ア
海
外
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
平

成
18
年
度
春
の
募
集
期
間
は
、
４

月
１
日
か
ら
５
月
10
日
ま
で
で
す
。

　

市
で
も
、
次
の
日
程
で
体
験
談

及
び
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

関
心
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

●
体
験
談
及
び
説
明
会

・ 

日
時
＝
４
月
27
日
（
木
）
18
時

30
分
〜
20
時
45
分

・ 

場
所
＝
本
庁
４
階
４
０
１
会
議

室
【
問
い
合
わ
せ
】

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
プ
ラ
ザ

　
　

☎
０
１
２
０
─32
─５
９
３
１

　
　

http://w
w
w
.jica.go.jp

お
知
ら
せ

23
30

47

■日　　時　４月２日（日）　　　
■場　　所　串良平和公園（串良町有里）

■イベント
　オープニングセレモニー………………………８時15分～
　第21回ジョギング大会………………………８時30分～
　第12回くしらん坊レース（むかで競争）…12時30分～
　ミニＳＬ試乗…………………10時～11時・14時～15時
　串良空手道スポーツ少年団演舞……………………11時～
　ふれあい動物園…………………………終日まで楽しめます

11

18

　公園のライトアップ　
　夜桜を楽しめます。
　　　３月25日（土）～４月９日（日）
　　　18時～22時　
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自
動
車
の
名
義
変
更
・
抹
消

登
録
の
手
続
き
は
確
実
に

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
、
車
検
証
に
記
載
さ
れ
て

い
る
自
動
車
の
所
有
者
又
は
使
用

者
が
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
税

金
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
自
動
車
を
下
取
り

に
出
し
た
り
、
廃
車
に
し
た
場
合

で
も
、
移
転
登
録
や
抹
消
登
録
が

済
ん
で
い
な
け
れ
ば
、
い
つ
ま
で

も
元
の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に

税
金
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
だ
移
転
、
抹
消
の
登
録
が
お

済
み
で
な
い
人
は
、
３
月
末
ま
で

に
必
要
な
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

・
自
動
車
の
登
録
手
続
に
つ
い
て
は

　

鹿
児
島
運
輸
支
局
登
録
部
門

　

☎
０
５
０
─５
５
４
０
─２
０
８
９

・
自
動
車
税
に
つ
い
て
は

　

鹿
屋
総
務
事
務
所

　
　

☎
０
９
９
４
─43
─３
１
０
６

※ 

代
理
の
人
が
取
り
に
来
る
場
合

は
、
代
理
の
人
の
身
分
を
証
明

で
き
る
も
の
（
免
許
証
等
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
国
保
介
護
課

　
　
　

国
民
健
康
保
険
係

　
　

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
６
２

下
小
原
池
公
園
ロ
グ
ハ
ウ

ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

下
小
原
池
を
望
む
こ
と
が
で
き

る
ロ
グ
ハ
ウ
ス
は
、
冷
暖
房
・
バ

ス
・
ト
イ
レ
・
２
段
ベ
ッ
ド
２

基
・
冷
蔵
庫
な
ど
の
設
備
が
整
っ

た
２
階
立
て
の
宿
泊
施
設
で
す
。

　

吹
き
抜
け
１
階
部
分
は
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
が
で
き
る
炊
事
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

● 

利
用
期
間
＝
４
月
１
日
（
土
）

〜
10
月
31
日
（
火
）
※
期
間
中

は
無
休

●
利
用
料
金

・ 

ロ
グ
ハ
ウ
ス
（
全
５
棟
）
宿
泊

１
棟
に
つ
き
１
０
，
０
０
０
円

・ 

貸
出
寝
具
１
組
（
毛
布
・
シ
ー
ツ
・

枕
・
ゴ
ザ
マ
ッ
ト
）
に
つ
き
１
，

０
０
０
円

● 

そ
の
他
＝
食
器
、
電
気
炊
飯
器
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
セ
ッ
ト
（
１
棟

あ
た
り
炭
約
2.5
㎏
付
き
）
な
ど

を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

※ 

宿
泊
利
用
の
み
で
休
憩
利
用
は

で
き
ま
せ
ん
。

情報掲示板Information情報掲示板Information

平
成　

年
度
鹿
屋
市
国
民

健
康
保
険
「
温
泉
保
養
所

利
用
券
」
を
交
付
し
ま
す

　

鹿
屋
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

す
る
高
齢
者
の
健
康
保
持
を
図
る

た
め
、
温
泉
保
養
施
設
の
利
用
料

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
助
成
内
容

　

 

１
回
の
利
用
に
つ
き
２
０
０
円

を
助
成
す
る
温
泉
保
養
所
利
用

券
の
綴
り
１
冊
（
30
枚
綴
）
を

１
年
間
に
１
回
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
者

・ 

前
年
度
国
保
税
完
納
世
帯
の
人

で
、
満
65
歳
以
上
の
国
民
健
康

被
保
険
者

・ 

前
年
度
国
保
税
完
納
世
帯
の
人

で
、
健
康
回
復
の
た
め
温
泉
保

養
を
要
す
る
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
（
申
請
の
際
は
温
泉
保

養
が
必
要
で
あ
る
旨
の
医
師
の

証
明
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

●
交
付
開
始
日

　

平
成
18
年
３
月
30
日
（
木
）

●
申
請
場
所

・ 

市
国
保
介
護
課
国
民
健
康
保
険

係
（
⑤
番
窓
口
）

・ 

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
国
保

介
護
係

・
各
出
張
所

●
申
請
に
必
要
な
も
の

　

国
民
健
康
被
保
険
者
証

　

印
鑑
（
認
め
印
で
可
）

新
刊
図
書
の
案
内

市
立
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
９
４
─42
─９
３
８
０

「
孤
独
」
の
ち
か
ら　
　
　
　
　
　
　
　

 

諸
富　

祥
彦
著

ミ
リ
オ
ネ
ー
ゼ　
　
　
　
　
　

ロ
ビ
ン
・
ウ
ォ
ラ
ナ
ー
著

世
界
の
窓　
　
　
　

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
Ｍ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ド
著

島
か
ら　

鹿
児
島
県
甑
島
列
島　
　
　
　

原
﨑　

岩
雄
著

は
じ
め
て
の
簡
単
い
け
ば
な　
　
　
　
　

竹
中　

麗
湖
著

お
腹
召
し
ま
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
田　

次
郎
著

御
宿
か
わ
せ
み
傑
作
選
③
千
手
観
音
の
謎　

  

平
岩　

弓
枝
著

ア
コ
ギ
な
の
か 

リ
ッ
パ
な
の
か　
　
　
　

  

畠
中　

恵
著

親
子
再
生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
伯　

裕
子
著

あ
か
ち
ゃ
ん
が
教
室
に
き
た
よ　
　
　
　

寺
田　

清
美
他

お
や
こ
忍
者
、
た
だ
い
ま
参
上
！　
　

早
野　

美
智
代
作

ぼ
く
、
が
ん
ば
っ
た
ん
だ
よ　
　
　
　
　

沢
田　

俊
子
作

ツ
ル
の
大
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
松　

俊
英
作

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
吾
平
振
興
会
館
図
書
室

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
９
４
─58
─６
０
３
６

孤
独
の
人
（
上
・
下
巻
）　　
　
　
　
　

宮
部　

み
ゆ
き
著

人
は
見
た
目
が
９
割　
　
　
　
　
　
　

  　

竹
内　

一
郎
著

子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ド
バ
イ
ス　
　
　

  　

明
橋　

大
二
著

パ
ー
テ
ィ
ミ
ア
ス
第
２
巻
・
第
３
巻　

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ス
ト
ラ
ウ
ド
著

詩
集 

本
気
を
だ
せ
ば
な
ん
で
も
や
れ
る　

 

須
永　

博
士
著

詩
集　

い
の
ち
輝
け
青
春　
　
　
　
　
　

  

須
永　

博
士
著

ね
こ
の
で
ん
ご
ん
ば
ん　
　
　
　
　
　

  　

大
道　

あ
や
著

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ベ
ビ
ー
（
全
４
巻
）  

円
谷
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
監
修

輝
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
室

　
　
　
　
　
　
☎
０
９
９
─４
８
６
─０
５
０
５

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
も
の
の
呼
び
方  

こ
と
ば
探
偵
団
編

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
も
の
の
順
序 　

 

こ
と
ば
探
偵
団
編

こ
こ
ろ
の
王
国　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

猪
瀬　

直
樹
著

回
顧
す
る
日
本
外
交1952-2002　
　
　

村
田　

良
平
著

逆
襲
の
地
平
線　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

逢
坂　

剛
著

グ
ッ
チ
裕
三
の
こ
れ
は
旨
い　
　
　
　
　

  

テ
レ
ビ
東
京
編

戦
後
史
大
辞
典　

増
補
新
版　
　
　
　

  　

佐
々
木
毅
ほ
か

平
成
大
合
併　

日
本
新
地
図　
　
　
　

  　
　
　
　

小
学
館

串
良
公
民
館
図
書
室

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
９
４
─63
─２
６
２
３

コ
コ
ロ
磨
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

波
登　

か
お
り
著

元
気
で
す
、
17
歳　
　
　
　
　
　
　
　

  

井
上　

美
由
紀
著

不
思
議
の
国
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん　
　
　

  　

黒
柳　

徹
子
著

パ
レ
ー
ド　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

川
上　

弘
美
著

春
は
も
う
す
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

瀬
尾　

七
重
文

て
じ
な
の
か
ん
げ
い
か
い　
　
　
　
　
　

  

宮
川　

ひ
ろ
作 

キ
ノ
シ
タ
キ
ノ
コ
さ
ん　
　
　
　
　
　

  

小
薗　

江
圭
子
作

ピ
ー
マ
ン 

に
ん
じ
ん 

た
ま
ね
ぎ 

ト
マ
ト
！　

 

平
田　

昌
広
作

2月の鹿屋市地区別子牛のセリ市結果（売却のみ） 消費税抜価格

地区名 性別  頭数（頭） 平均価格（円） 最高価格（円） 最低価格（円） 平均体重（kg）

鹿屋地区
めす 191 404,793 758,000 263,000 251
去勢 229 510,000 823,000 266,000 283

吾平地区
めす 46 440,848 860,000 284,000 263
去勢 57 533,877 811,000 344,000 294

串良地区
めす 161 409,807 650,000 100,000 255
去勢 179 508,123 698,000 348,000 286

輝北地区
めす 71 460,690 770,000 300,000 272
去勢 108 532,907 713,000 350,000 301

　

ア
ル
コ
ー
ル
が
心
身
に
与
え
る

影
響
は
、
精
神
的
・
身
体
的
な
発

育
の
途
上
に
あ
る
未
成
年
者
に
お

い
て
は
特
に
大
き
く
、
成
人
に

な
っ
て
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

飲
酒
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
に

つ
い
て
の
普
及
啓
発
に
努
め
、
未

成
年
者
の
飲
酒
防
止
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
健
康
増
進
課

　
　

☎
０
９
９
４
─41
─２
１
１
０

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す

　

住
宅
火
災
に
よ
る
人
的
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
住
宅

に
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

消
防
署
・
消
防
団
が
販
売
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
悪
質
な
訪
問

販
売
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

●
適
用
時
期

　

 
新
築
の
住
宅　

平
成
18
年
６
月

１
日
（
木
）
〜 

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

串
良
総
合
支
所

　
　

建
設
維
持
課
公
園
係

　
　

☎
０
９
９
４
─63
─３
１
１
５

未
成
年
者
飲
酒
防
止
強
調

月
間

　

４
月
は
未
成
年
者
飲
酒
防
止
強

調
月
間
で
す
。

　

日
本
で
は
20
歳
未
満
の
飲
酒
は

法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

 

既
存
の
住
宅　

平
成
23
年
５
月

末
日
ま
で
に
設
置 

●
設
置
場
所 

　

 

寝
室
や
寝
室
が
あ
る
階
の
階
段

な
ど 

【
問
い
合
わ
せ
】

　

県
庁
消
防
保
安
課

　
　

☎
０
９
９
─２
８
６
─２
２
５
９

貸
し
ま
す
詐
欺
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

　

最
近
、
大
手
金
融
機
関
な
ど
を

装
っ
て
、「
お
金
を
貸
し
ま
す
」
と

い
っ
た
内
容
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
や
携
帯
メ
ー
ル
等
を
送
り
つ
け

て
、
保
証
金
や
保
険
金
名
目
で
お

金
を
騙
し
取
る
新
手
の
手
口
が
急

増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
詐
欺
行
為
を
「
貸

し
ま
す
詐
欺
」
と
い
い
ま
す
。
被

害
に
あ
わ
な
い
よ
う
十
分
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

貸
し
ま
す
詐
欺
か
も
し
れ
な
い

と
感
じ
た
ら
、
送
金
前
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

貸
し
ま
す
詐
欺
被
害
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

東
京
都
貸
金
業
対
策
課

　
　

☎
03
─５
３
２
０
─４
７
７
５

※ 

平
日
＝
９
時
〜
正
午
・
13
時
〜

16
時
30
分

※ 

夜
間
・
休
日　

留
守
番
電
話
に

な
り
ま
す
。

20歳未満の飲酒は
絶対にダメ !!

18

税
に
つ
い
て



22

情報掲示板

確
定
申
告
と
納
税
は
お
早

め
に

　

個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
の
確
定
申
告
と
納
付
の

期
限
は
、
３
月
31
日
（
金
）
ま
で

で
す
。

　

期
限
間
近
に
な
る
と
窓
口
が
大

変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
お

済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
申
告･
納

付
を
行
っ
た
場
合
、
無
申
告
加
算

税
及
び
延
滞
税
が
賦
課
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
確
定
申
告
書
は
、
国
税

Information

■テレホンガイドかのや　☎０９９４-４２-４０００
　（平　日） イベント等を案内
　（休　日） 休日当番医及び歯科休日在宅医を案内

■大隅肝属地区消防組合テレホンサービス　☎０９９４-４３-０１１９
　（平　日） 午後５時から夜間当番医を案内
　　　　　　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　（休　日） 休日当番医及び歯科休日在宅医を案内

３月・４月の休日当番医

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話

３月19日
前田内科 本　町 0994-42-2175
たんぽぽクリニック 川西町 0994-42-6778

21日
森田胃腸科内科医院 郷之原町 0994-40-2822
小倉記念病院 寿８丁目 0994-44-7171

26日
園田クリニック 旭原町 0994-43-8181
はるしま整形外科クリニック 旭原町 0994-41-2211

４月２日
まつだこどもクリニック 西原２丁目 0994-52-0507
村上整形外科医院 今坂町 0994-41-2511

９日
長﨑内科 笠之原町 0994-43-2195
徳田脳神経外科病院 打馬１丁目 0994-44-1119

16日
児玉上前共立病院 寿５丁目 0994-43-2510
そえじまクリニック 旭原町 0994-41-6800

◇ 鹿屋市医師会　　 診療時間　午前８時30分～午後６時

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話

３月19日
長峯医院 肝付町新富 0994-65-2008
園田医院 串良町細山田 0994-62-2888

26日
山内クリニック 肝付町前田 0994-65-2022
新中須医院 東串良町池之原 0994-63-2010

４月２日
小野医院 肝付町前田 0994-65-2314
山路医院 東串良町池之原 0994-63-2134

９日
小浜クリニック 吾平町上名 0994-58-6025
田中医院 串良町岡崎 0994-63-2045

16日
入佐内科 吾平町麓 0994-58-7006
内村産婦人科 串良町岡崎 0994-63-2521

◇ 肝属東部医師会　　　診療時間　午前９時～午後５時

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話
３月19日 はしき歯科医院 寿７丁目 0994-40-4184
21日 原園歯科 下堀町 0994-40-4118
26日 ひがし歯科医院 田淵町 0994-48-2015

４月２日 ひらおか歯科 新川町 0994-41-3060
９日 安楽歯科 寿５丁目 0994-44-2220
16日 松下歯科 北田町 0994-43-4182

◇ 鹿屋市歯科医師会　　診療時間　午前９時～午後３時

３月・４月の歯科休日在宅医

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
簡
単
に

作
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
税
務
署

　
　

☎
０
９
９
４
─42
─３
１
２
７

　
　

http://w
w
w
.nta.go.jp

映
画
「
ナ
ル
ニ
ア
国
物
語
」

● 

日
時
＝
４
月
１
日
（
土
）

　

①
11
時
〜　

②
14
時
30
分
〜

　

③
18
時
30
分
〜

● 

入
場
料
＝
60
歳
以
上
１
，
０
０

０
円
、
大
人
１
，
８
０
０
円
、

大
学
・
高
校
生
１
，
５
０
０
円
、

小
中
学
生
・
３
歳
以
上
１
，
０

０
０
円

※ 

特
別
上
映
会
割
引
券
も
あ
り
ま

す
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
児
島
シ
ネ
シ
テ
ィ
文
化

　
　

☎
０
９
９
─２
２
３
─３
６
４
４

　 …内科　　    　…外科内○  ○外

文
化
会
館
の
催
し

０
円
、
大
人
１
，
８
０
０
円
、

大
学
・
高
校
生
１
，
５
０
０
円
、

　牛馬の神として知られ「山王どん」の愛称で親しまれている日枝神社で、恒例の畜産まつりが開催されます。ぜひ、お越しください。

【問い合わせ】　
　　輝北町商工会　☎ 099-486-1171

■日　時　4月9日（日） 
　　　　　　10時 30 分～（予定）■場　所　日枝神社（輝北町市成）

日枝神社 畜産まつり

内○
○外
内○
○外
内○
○外
内○
○外
内○
○外
内○
○外

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話
３月21日 ゆうあいクリニック 輝北町市成 099-486-0110

◇ 曽於郡医師会　　診療時間　午前９時～午後５時

※ 休日当番医及び歯科休日在宅医は、変更になることがあります。各医療機関
にご確認のうえ、受診してください。

※ 休日当番医の診療は、急病に対する応急処置ですので、翌日はかかりつけの医
師などの診療を受けてください。原則として、投薬期間は通常1日分とします。



KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや23

情報掲示板Information

●搭乗人員　200 人（予定）
●搭乗制限　中学生以上で健康状態に問題のない人
　　　　　　　（平成 18年 5月27日現在）

●応募方法　 応募は１人１枚で、必ず往復はがきで申込ん
でください。

　　　　　　応募者多数の場合は抽選とします。

●応募締切　 3月31日（金）※当日消印有効
●抽選結果　 4月末日までに返信用はがきでお知らせします。
※入門時等に手荷物検査があります。

記入時の注意事項
※ 各記入事項については、全てご記入ください。記入事項に漏れ又は
誤りがあると、無効になります。なお、該当がない場合は「該当な
し」とご記入ください。
※ 天候不良、その他の理由により中止せざるを得ない場合があること
をご了承ください。
※ 応募者の個人情報は、厳正な管理のもと 、目的以外に使用いたし
ません。

日　　時　５月27日（土）午後（予定）
場　　所　海上自衛隊鹿屋航空基地
搭乗機種　Ｐ－３Ｃ　（哨戒機）
　　　　　ＵＨ－60Ｊ（救難用ヘリコプター）
　　　　　ＯＨ－６Ｄ（練習用ヘリコプター）

応
募
は
が
き
の
記
入
方
法

● 

返
信
用
（
表
）

● 

返
信
用
（
裏
）

白　紙
（何も記入しない）

〒郵便番号
搭乗者の住所
氏　名

● 

往
信
用
（
表
）

● 

往
信
用
（
裏
）

8 9 3 00 0 5 搭乗申込
①現住所（郵便番号）
②氏名（ふりがな）
③年齢・生年月日
   （平成18年 5月27日現在）
④本籍（都道府県名のみ）
⑤職業（会社名・学校名）
⑥役職または学年
⑦職務内容
⑧連絡先の電話番号
   （搭乗者の連絡先を明記）
⑨ 20歳未満の人は保護者名
⑩搭乗希望機種
 第1希望 :    第2希望 :

鹿
屋
市
共
栄
町
17
番
23
号
２
Ｆ

エ
ア
ー
メ
モ
リ
ア
ル

in
か
の
や

実
行
委
員
会
事
務
局　

行

●申込期限　　　　　４月14日 ( 金 ) ※必着
●説明会日程（予定）  ４月28日 ( 金 )　13時 30分～　鹿屋商工会議所（新川町）　※出店料は、当日徴収します。
●出店注意事項　　　・天候不良、その他の理由により延期又は中止せざるを得ない場合があります。
　　　　　　　　　　・アルコール類及び風船 (ヘリウムガス入り)の販売はできません。

　「エアーメモリアル inかのや」の開催に伴い、模擬店出店
者を募集します。出店を希望する人は、詳しい出店要項等を
郵送しますので、お問い合わせください。

●出店日時　　　　　5月28日（日）　９時～14時30分
●出店場所　　　　　海上自衛隊鹿屋航空基地　１ビル庁舎前広場
●募集枠 (予定 ) 業　種 販売面積 出店料 (基準 ) 出店料 (大隅４市５町 ) 募集店数

一般枠
一般食料品 3.6 ｍ×3.6 ｍ   60,000円 50,000円 50店
飲料、物品 3.6 ｍ×3.6 ｍ   25,000円 20,000円 50店

特別枠 一般食料品、物品 3.6 ｍ×5.4 ｍ 100,000円 80,000円 10店

【問い合わせ・応募先】
　　〒893-0005　鹿屋市共栄町17番23号 2F
　　エアーメモリアルｉｎかのや実行委員会事務局　☎・℻   0994-42-6690
　　ホームページ　http://www.air-memo.com/　　　Eメール　info＠air-memo.com



　安楽 生
いお り

織 くん（１歳）
　紗弥乃 ちゃん（１歳）
　維吹 くん（２歳）川西町
３人の笑顔が家族みんなのパワーで
す。（父…勉）

　２月 19 日、上高隈町の中
津神社で、五穀豊じょうと林
業の発展を祈念する「かぎ引
き祭り」が行われました。
　祭りは、かぎ状の雄木と二
股状の雌木の２本の神木を絡
ませ、上高隈地区と下高隈地
区の住民が引き合う勇壮な伝
統行事で、約 350 年以上の歴
史があり市の無形民俗文化財
に指定されています。今年は、
下高隈地区が勝ち豊作が約束
されました。

今月の表紙

前野 ニワさん（100 歳）花岡町
風邪もひかずに健康そのもの。まだ
まだ長生きしますよ

　永山 美千代さん　吾平町上名
　別府 里枝さん　吾平町下名
週１回、テニスで楽しく汗を流し
ています。目指せシャラポワ！

　吉ヶ﨑 優花ちゃん（３歳）
　桃花ちゃん（１歳）串良町有里
いつも笑顔で笑いのたえない二人で
す。（母…真理子）

　

シ
ラ
ス
台
地
と
し
て
有
名
な
笠
野

原
台
地
は
、
今
で
こ
そ
畑
地
か
ん
が

い
事
業
に
よ
る
水
で
潤
っ
て
い
ま
す

が
、
か
つ
て
は
、
水
に
乏
し
く
人
々

は
飲
料
、
農
業
用
水
の
確
保
に
苦
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

土
持
堀
の
深
井
戸
が
掘
ら
れ

た
の
は
、
文
政
年
間
〜
天
保
年
間

（
１
８
１
８
〜
１
８
４
３
）
の
頃
。
直

径
約
90
㎝
の
円
筒
の
素
堀
で
、
深
さ

は
約
64
ｍ
。
深
井
戸
の
た
め
当
時
は

牛
に
綱
を
引
か
せ
て
水
を
汲
み
上
げ

て
い
た
そ
う
で
す
。

　

水
が
な
い
た
め
に
苦
労
し
た
当
時

の
笠
野
原
台
地
の
苦
悩
の
様
子
が
し

の
ば
れ
る
貴
重
な
遺
物
と
し
て
、
昭

和
57
年
に
鹿
児
島
県
の
指
定
史
跡
に

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

鹿屋市ホームページ
http://www.e-kanoya.net/

吾平総合支所 吾平町麓3317番地 ☎ 0994-58-7111
輝北総合支所 輝北町上百引3914番地ロ ☎ 099-486-1111
串良総合支所 串良町岡崎2059番地 ☎ 0994-63-3111

　 　　  平成 18年 3月 13日発行　No.005
　　　発行／ 鹿屋市役所　　編集／ 総務部秘書広報課

〒893-8501 鹿屋市共栄町20番 1号
　　　　　　  ☎ 0994-43-2111

No.3

古紙配合率 100%再生紙を
使用しています。

探
屋
鹿

訪

土
つっもっぼい

持堀の深井戸

広報かのや　

串良町細山田

人口と世帯数
平成 18 年２月 1日現在

みなさんの元気いっ
ぱいの写真を広報紙
に掲載してみません
か。秘書広報課 ( ☎
0994-31-1123) ま
でご連絡ください！

○左

○右

○上
○下

○左
○右

○中

　有村 貴德さん（99歳）王子町
　下山 七海ちゃん（６か月）上野町
ひいじいちゃんまだまだ長生きし
てね！（七海）

○上
○下

対前月比
総　数 106,163 人　 ( － 115)
男 50,368 人　 ( － 20)
女 55,795 人　 ( － 95)
世帯数 43,848 世帯 ( － 38)

面　積　448.33 ㎢


